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1 1月の医師会長

11月 7円（火） 理事会（事務局）

11月 8日（水） 麻薬更新（事務局）

11月 11円（士） 第2回医師会全催AED講習会（商て会館）

11月 12円（円） 休日診療所山務（あいぱーく） 16名

11月 13日（月） 周 南3市医師会役員会（周南、青山）

ゐ
11月 14A（ゴく） 市民公開講座（商て会館）

11月 16日（木） 介護認定審資会（あいばーく）

11月22A（水） 大和保育関健康診断（大和保育園）

11月 28日（火） 11月度例会及講演会（商工会館）
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11月 3onc木） 光市地域包柄支援センター運営協議会（あいぱーく）

11月の医師会活動
7（火） 1 1月 ・定例理事会

IT. 13 （月） 周南ニ医師会役H会
Ill. 28 （火）学術講演会＆月例会

定例理事会

日時：平成18年ll月 HJ（火）午後7時30分～

議題 ：
［ 報告事項

l.平成18年度郡市原業保健担当理事協議会（10/19)
2.定例代議員会（10/26)
3.第l回光市要保護児症対策地域協議会(11/02)

II.協議・承認事項

資料（わ 1.平成18年摩郡市産業保健担当理事協議会（10/19)

（医師会事務所）

（青山）
（商工会館2F) 

場所：医師会事務局

（ーギ岡理事）

（河村会長）

( 'f:I凋理事）

日時平成18年10月19（本）15: 00～17:00 場所山口県医師会 6F会議室

我が閏の労働者の約5宵lが定期l健保診断において何らかの症状を令－する。また心臓疾患の労災認定も数を増しており、

強いストレスや不安をかかえている労働者は6割を越え、精神附害の労災認定件数も高水準にある。さらに我が国の自殺 （ 
者故は年間3万人をこえる状況が継続し、過労自殺を含め白殺の予紡に対する社会的関心が高まっているc協議事項は

以ドの3点であったa

1. 28回産業保健活動推進全同会議の報告

「過喧労働に対する健康防’N防止のための総合対策Jを立て、Jy：生労働省は対策を女ててきたが末だその成果が

硯れているとは言い難く、今何~＆11，が改正された。

• J-J Iこ100時間を超える時間外労働を行った労働者で、減労の蓄積が認められ、面接指i絡を希望するものに対し、

医師による面接指導を品務化

－労働者に事業者が行う商接指導を受けることを義務化

・長時間労働に余地疲労のお梢が認められ、または労働者が健康に不安を感じ、市し山を行ったもの、および

事業場で定めた基準に該ちする労働者に対し医師による由．接指導を受けさせることを努力義務化

・長時間労働者に対する面接指導を産業医の責務として明記

－過竜労働による健康障害防止対策を衛生委員会の調資審議事項として明記

・産業医は必要があるときは、上記の由ー接指導の申し山-a:-行うよう勧奨することができることを明記、つまり過重

労働に対して大企業に閲しては、これだけ労働者の保護に対する対策が強く打ち出され、産業医の責務も

増加したとし、うことになった。さらに『面接指導マニュアノレJが作成されこれに沿った前接指導が二れからは

義務化される方向である

2.職場における禁煙対策について

一一「禁煙チャレンジ登山Jの取り組み一

中国屯力における保健衛生拘．当の佐々木美津子さんから、社内でコンヒュータの回線を用いた禁煙指導の取り組みが

紹介された。大変説得力のあるζ議演であった。



（ 

光市医師会報 2006. 11 

3.過重労働に対する健康障害防止対策について

一一「面接指導マニュアノレJを中心に一

と題して吉野文雄先生からご講演があった。このマニュアノレは、厚生労働省の委託により財団法人産業医学振興財団

が作成したもので、、面接指導のチェックリストと共に、財団のホームページからダウンロ｝ドできる。またこのチェックリスト

は5年間の保存義務が課せられている。チェックリストは労働者向身が記入する部位、雇用者側が記入する部位、医師

が記入する部イすから成り立っており、とても詳細なものである。これから産業医は、大企業を担当する場合このチェック

リストに従って面接記録を残す義務が生ずる事になる。

資料② 2.定例代議員会（10/26)

日時・平成18年10月26日（木）午後3時

1.日本医師会代議員の変更について

（藤原→浜本）

2. A本医師会代議員会報告について（木下副会長）

看護基準

療養病床

地域偏布

3.平成18年度山口県医師会ヒ半期卒業報告について（藤原会長）

'17・成17年度山口県医師会決算報告について

4.質疑

看護師の確保について（防府）

場所：山口県医師会館 6F会議室

急性期医療と潤い続ける医療材料について（小野田）、内外価格差3～4倍

レセスタ ORCAの利用 （レセプト文字データ変換について）

資料③ 3.第1田光市要保譜兜章対策地域協議会（11/02)

日時：平成18年ll月2日（木）14:00～15:00 場所：あいパーク光2F第1会議室

毎日、児童の虐待が報道されない日はないと言ってよい｛まど、児童の虐待は深刻化している。本会議は、昨年発足した

「光市児童虐待ネットワ｝ク連絡協議会jに代わって改名され本年発足した。「要保護児童jとは虐待、非行、障害などの問

題のある子供を含みより幅広い。構成員には守秘義務が諜せられる。教育、警察、司法、医療、行政、各関係機関から18名

で構成されている。

会議では全国、光市、周南の現況、警察の対応などが報告された。平成16年今国の児童相談所が処理した虐待相談件

数は、 33408件であり初めて3万件を越えた。平成15年に比べて25%増加した。山口県でも!78件と前年162件に比し増加

した。平成16年10月に虐待防止法の改正により通告の対象が「虐待が疑われる児童Jに変更されたためとも考えられる。

主な虐待者は実舟62.5%、実父20.9%，実父以外の父6.4%でほぼ占められる。

種類は身体的虐待が44.5%、ネグレクト36.7%、心理的虐待15.8%、性的虐待3.1%であった。年齢的には、0～3才19.4

%、3才～就学前26.9%、小学生37.3%、中学牛：17.4%であった。全国での死亡件数は、152人で、0～4か月児37人

(34.9%）、 5～11か月児22人（14.5%）、 1才児か人（15.1%）、 2才児21人（13.8%）、3，.｛＂児17人（11.2%）、4～6,.f"児

21人（13.8%）、就学前の子供達で、92.8%が占められていた。

光市では平成17年4月～18年2月まで9件の報告があった。幸いにも死亡例はない。身体的虐待4件、ネグレクト4件、心

理的虐待I件で、あった。年令は3才未満2件、3～6才3件、小学生2件、中学・高校生各1件ずつであった。警察が対応した

ものとして、夜間小児が二人で市内を排御していたところを保護した。線路の置き石をした子供を、児童相談所に通報した
などであり、逮捕事件などはいまのところ無い。

医師の対応として、不自然なやけど、骨折など、病気に関係ない低体重、低栄養、不自然な歯の損傷、異常に多い虫歯、

理由が無いのに子供を病院へ連れてくる時期が遅い、子供の存在を否定する発言などに注意が必要である。またアスベノレ

ガー症候群、学習障害・LO(learning disorder）注意欠陥多動障害・ADなど先天的な疾病により誤解され、虐特されるケー

スもあるとのこと。

巨~ntn τ：：： rtr:凸百ぷ》、壬ル Eヨメ台、
II . ／ロJl刊－12三岡IJZ三1又Fミミコミ

日時平成18年11月13日（月）午後7時

［議題1
l.平成19年度要望額及び要望事項について

（学校医報酬・予防接種料・健診等出務手当）

（光市）

2.夜間休日救急医療について

3.私立高校の学校医及び産業医報酬について

（徳山）

4.休日夜間急病診療所について

5.救急車の悶乗者保険について

場所青山（周南市毛利町3-36)
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6.全活習慣病における標準的な健診・保健指導につl、て

7. 1歳児健診の導入について

8.インフルエンザワクチンの接種料金について

9.その他

Ill. 学術講演会＆月例会（症例報告〉

「転倒予防教室の試みJ

光市立光総合病院整形外科
部長金千舟 先生

日時：平成18年11月28H （火） 19:00～ 場所：光商工会館2階大会議室

学術講演会＆月例会

「骨粗紫症治療薬の骨折予防エビデンスJ

山「1大学大学院医学系研究科整形外科学
点師石田洋・良！）先小

日時：平成18年11月28日（火） 19:00～ 場所：光商工会館2階大会議室

2006. 11 
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の代謝

’Eは岡RA織はもちろん、大人1:i:iうてもー定のサイクルで
・脅を‘.r・r..,..1ι h’tをつくる”tHll』を絶えずa・
り返している｛ チ ,J,) 

僑唱陸続 1oa•1t1t. －ーSil 鈎3－~カ月
休止期・的9剖3包

囲髭人では3-5%の賓が常時リモデリングを包ζしている

1年間1：費全体の約30%が入れ度わゥている

〈月例会〉

l.周南三医師会役員会の報告

2.産業医チェックリストの報告

v. 学術講演会（前サ繰り越し分）

「認知症の正しい理解と予防」

筑波大学大学院教授 人間総合科学研究科（臨床際学系）
病態制御医学専攻 精神病態医学分野精神医

朝田隆先牛

座長：河村循環器神経内科院長河村康明先生

共催 光市医師会光市介護支援専門員連絡協議会

日 時：平成18年9月22日（金）19:00～ 会場：光市商工会館2F
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認知症患者の症状の捉え方

・認知症が疑われる場合

く

認知症患者の症状の捉え方

認知症が疑われる場合

認知機能障害

精神症状、問題行動 ｜ 

神経学的症候、身体症状 ｜

の3つに大別して症状を捉える

代表的な認知症性疾患

－進行する

アルツハイマー型認知症
レビー小体型認知症
ピック病、前頭側頭型認知症

．発症・進行を予防できる

血管性認知症

・治療により改善する

進行麻痩
正常圧水頭症
慢性硬膜下血腫
ウエルニッケ脳症

2006. 11 

Mild Cognitive Impairment (MCI) 

軽度認知機能障害
アメリカで主流の前駆状態の概念

0主観的なもの忘れの訴え

0年齢に比し記憶力が低下

記憶検査で平均値の1.SSD以下）

0日常生活動作は正常

0全般的な認知機能は正常

0認知症は認めない
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アルツハイマー型認知症CMRI

1）アミロイド（A/3）の生成を阻止

8・、 y・セクレターゼの阻害

2)A/3の分解促進

A/3の分解酵素ネプリライシンへの注目

3)Aβの除去

A/3を標的とする免疫学的予防

欧米でのワクチン治験とその結宅

経口ワクチン療法の開発

レピー小体を伴う2認知症
demen伽 withLewy bod防力ιB

四・摩’厨.. 】 (DL8嗣悟mal崎町llWor胸刷噌，繍崎

《中盤症抹｝
・注意...レベルの明らかな変動を伴う冨姐・能＠．． 
．・9竃す・明な肉容の幻視
－パーキンソニズム
鼠止の中鎖症扶のうち2項目以上靖たすものをm踊 ble乱島

《支持的情昆｝
·•り還す転倒 ・鈍精神鋼聾に対する盛受性克遵
・失神 ・轟畿的な寮包
・ー適性の章・障害 . iJll以外の幻宣

8 

アルツハイマー型認知蚕
MRIとFOG-PET

抗ChE-1の評価

適応：軽度から中等度のAD

効果：t年聞は現状維持

著効1ι20%、明らかな進行なし80%

副作用：10・20%で消化器系症状

多くは用量依存性に効果が高まる

（官・onto-temporaldem創価a

【・底嘗断基準】 似刷＆Manch品 目V甲市

中犠的嘗断特徴

·•橡な発症と進行
．早期から社会関心の裏失

．早期からの脱抑制

・早期からの病雌欠如

．うつ、心気的、鰻関心

．進行性の発信議少

2006. 11 
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血管性認知症
( Vascular Dementia ; VD) 

・血管障害（梗塞、出血）の郵位により症吠

はさまざま

・神経学的所見を伴うことが多い

－循環器疾患、高血圧などの身体疾患の合
併が多い

・再発や廃用症候群による進行のモ
第一目標

自宅での.温

小便浄イレ·•導のコツ
午前少な〈、夕方から夜に多〈

認知症の治療と

薬物治療だけではない

非薬物治療

家族介護者へのケア

2006. 11 
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アルツハイマー病患者の意思決定面克
Neur。logy2005 6~ ：1SU 

今後let:.rリスクを伴う治疲：去を選択する意思決定Jが大切

ぐ

・回世代＠健常者の2.5・4.7倍も危陰性が高い

10 
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連絡事項
受付

発 送話：号 通達文書名
月 円

1 1 1 周推6 薬物乱用防止対話集会in周尚の｜鍋催について

6 山口以医師会 米国産のウシ由来物を原材料として製造される医薬品等を使用する患者への情報提供について

7 山医発499 医療連携体制l後進事業の実施計画について

111 i衷発502 インフルエンザワクチンの安定供給の状況と対策について

山医発50 1 平成18年度山口県夜師会学校医研修会およびチ紡接稀｜孟研修会の開催について

1 0 事務連絡 診療所における保育施設の設置状況調べについて

1J ii実発504 内視鏡検査の説明書および同窓沓のひな想送付について

山医発505 平成 18年第 3期分生命保険団体事務費の配分及び団体事務費に関する消費税の送~について

1 3 山医発51 2 都市医師会長会議の開催について

山医発51 4 ~l.1 「l tlf<疾師会産業医研修会 山口県医師会建業医部会総会の開催について

1 4 山医発51 7 インフノレエンザワクチン等の供給状況調査について

山口県医師会 労災保険における生活療養及び生活療養を受ける場合の入院料等の取扱について

山n県医師会 グループ保険の加入促進について

1 7 山医事ll5 1 8 平成 18年度日本医師会医療情報システム協議会の関仮について

山口県医師会 検有料の点数の取扱について

20 山~発528 今冬のインフ／レエンサ。総合対策の推進について

U.1医発 527 第 12回日本i実例会認定健康スポーツ医制度再研修会の開催について

2 1 山陰発 51 5 山日以医師会及び日本医師会の会只数調査について

山~発 5 3 1 健診 ・保健指導の指導者研修会の開催について

24 事務連絡 中E互協診車害報酬改定結果検証部会による特例調査について

28 山医発 54 1 医師に対する出産 ・育児等と診療の両党の支援について

山侠発 54 2 狂犬病の流行地峻より帰国し、当該疾病への感染が疑われる患者の診療等に関する周知徹底について

みちがみ医院小児科着任にあたって

みちがみ医院小児科
上田一博先生

今年の 7月より縁あってみちがみ医

院でソj、児科を担当することになりまし

た。新規開業ではありません。私はも

う 65歳で、まだ働きたいとは思いま

すが、新しい場所で借令をして医業を

始める元気はありません。丁度、定年

の時期とみちがみ医院の新築移転が重

なり、小児科部門開設の手伝いをする

ことになったわけです。

新しい仕事場のあるこの光市は、私

の故郷です。大東亜戦争をアメリカに

戦線布告した昭和 16年、海箪工廠が

出来て発展途上にあった当地で生まれ、

昭和 20年8月に光i；廠（現在の武田

製薬、新日餓の工場の地）が大空襲を

受けた時の、爆音や地響きを覚えてい

る世代です。昭和例年に山口県立光

高等学校を卒業し、広島大学に進学し、

50年近くの長い間広島あたりの各地

を転々とし、この度故郷に帰ってきま

した。誰もがどこかで老後の生活をす

るわけですが、私の場合苦から大好き

だ‘ったこの地に帰って来る以外の選択

肢はありませんでした。老いた両親へ

の親孝行も したいと考えま したが、時

遅くに失して、父は2年前に死去し、

母は最近寝たきり老人になってしまい

ました。

私は過去の 30年問、小児の陥l液 ・

腫蕩学を専門としてきましたが、一般

診療からは偏った領域で、いわば専門

馬鹿になっていました。この度、新生

児や乳児を中心とした小児科一般診療

を担当するにあたって、本当に初心者

だと感じ、本当に研修医に戻った感じ

です。診療のなかで、冷や汗をかくこ

と、困惑すること、新たに学ぶべきこ

とが多く 、年齢を言い訳にしてぼんや

りしているわけにはいきません。

振り返ってみると、最初に私が取り

組みたかった医療領域は、 f家庭医学、

何でも犀の町医者Jでした。若い頃か

ら、人（患者さん）に親切にすること、

患者さんと対等な交流をするのが好き

な性分でした。小児科医としての過去

40年問、女性 ・子ども ・犬猫などが怖

がらない態度 ・雰囲気は身につけてき

たと思います。しかし、医療の第一棋

には、随分と遠回りをして、今 65歳

にしてやっと振り出しにたどり着いた

のだと思います。毎日、それ程多くな

い患者さんや症例の中から、新しい発

見、新たに学ぶこと、新しい薬龍の内

容物を見つけて、多少とも自分の診療

能力が高まるのを楽しんでいます。

このように年齢は取っていても研修

医のような発展段階の未熟者ですので

今後とも宜しくご指導、ご鞭撞お願い

します。
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9月22日の講演会のスライドを今月掲載いたしました。9月26日の分はまた次号以降に載せます。

認知症の確認で指の動作を教えていた先生が、「あれ、俺、できないぞj・・・なんとし、っていいのか

少子高齢化、一刻も早く、何らかの解決策を出さねば、地球の未来はないのでは？
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